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外外
部部
評評
価価
調調
査査
実実
施施
にに
ああ
たた
っっ
てて  

ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム  

福福
音音
のの
園園
・・
川川
越越  

ホホ
ーー
ムム
長長  

杉杉
澤澤  

卓卓
巳巳  

  

介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
はは
、、
利利
用用
者者
のの
ププ
ララ
イイ
ババ
シシ
ーー
をを
守守
るる

たた
めめ
、、
人人
目目
にに
触触
れれ
なな
いい
形形
でで
提提
供供
ささ
れれ
るる
とと
いい
うう
特特
性性

をを
持持
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
のの
利利

用用
者者
とと
ごご
家家
族族
がが
安安
心心
しし
てて
質質
のの
高高
いい
ケケ
アア
ササ
ーー
ビビ
スス

をを
受受
けけ
らら
れれ
るる
ここ
とと
をを
保保
証証
すす
るる
たた
めめ
、、
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
質質

向向
上上
のの
たた
めめ
のの
評評
価価
がが
必必
須須
とと
なな
りり
まま
すす
。。
第第
三三
者者
にに
よよ

るる
初初
めめ
てて
のの
外外
部部
評評
価価
がが
今今
月月
二二
四四
日日
、、
実実
施施
ささ
れれ
まま
すす
。。  

  

評評
価価
内内
容容
はは
、、
①①
ごご
家家
族族
かか
らら
のの
ごご
意意
見見((

アア
ンン
ケケ
ーー

トト
形形
式式))

  

②②
ホホ
ーー
ムム
職職
員員
にに
よよ
るる
自自
己己
評評
価価((

各各
階階
毎毎))

  

③③
評評
価価
調調
査査
員員
にに
よよ
るる
訪訪
問問
調調
査査
のの
三三
つつ
でで
すす
。。
そそ
のの
一一

部部
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。
①①
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
「「
問問
七七
・・
ググ
ルル
ーー
ププ

ホホ
ーー
ムム
はは
、、
ごご
家家
族族
がが
気気
軽軽
にに
会会
いい
にに
行行
きき
やや
すす
いい
雰雰
囲囲

気気
がが
ああ
りり
、、
訪訪
問問
しし
たた
際際
はは
、、
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
でで
居居
心心

地地
よよ
くく
過過
ごご
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
かか
。。
」」
②②
自自
己己
評評
価価
項項

目目
「「
四四
三三
・・
馴馴
染染
みみ
のの
食食
器器
使使
用用
‐‐
家家
庭庭
的的
なな
食食
器器
をを
使使

っっ
てて
おお
りり
、、
茶茶
碗碗
やや
湯湯
呑呑
みみ
、、
箸箸
等等
はは
、、
入入
居居
者者
一一
人人
ひひ

とと
りり
がが
使使
いい
慣慣
れれ
たた
もも
のの
にに
しし
てて
いい
まま
すす
かか
。。
」」  

ここ
のの
項項
目目
のの
回回
答答
はは
各各
階階
でで
異異
なな
りり
まま
すす
。。
二二
階階
でで
はは

馴馴
染染
みみ
のの
湯湯
呑呑
みみ((

ママ
イイ
カカ
ッッ
ププ))

がが
食食
卓卓
にに
置置
かか
れれ
まま

すす
がが
、、
一一
階階
でで
はは
利利
用用
者者
のの
ＡＡ
ささ
んん
がが
毎毎
食食
、、
おお
茶茶
をを
入入

れれ
たた
湯湯
呑呑
みみ
をを
配配
っっ
てて
下下
ささ
るる
たた
めめ
、、
無無
用用
なな
混混
乱乱
をを
考考

慮慮
しし
てて
同同
じじ
食食
器器
をを
使使
用用
しし
てて
いい
まま
すす
。。「「
『『
生生
活活
作作
りり
のの

パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
をを
めめ
ざざ
すす
』』
‐‐
画画
一一
的的
なな
支支
援援
のの
押押
しし
付付
けけ

にに
なな
らら
ぬぬ
よよ
うう
一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
生生
活活
作作
りり
のの
おお
手手
伝伝
いい

をを
いい
たた
しし
まま
すす
。。
」」
とと
いい
うう
運運
営営
方方
針針
がが
ここ
のの
よよ
うう
なな
形形

でで
反反
映映
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
生生
活活
作作
りり
のの
視視

点点
のの
違違
いい
がが
どど
うう
評評
価価
ささ
れれ
るる
のの
かか
興興
味味
津津
々々
でで
すす
。。  

  

開開
園園
一一
周周
年年
記記
念念
ババ
ザザ
ーー
・・
来来
園園
者者
のの
声声  

  

涙涙

がが

出出

てて

止止

まま

りり

まま

せせ

んん

でで

しし

たた  

  

おお
天天
気気
のの
よよ
いい
日日
にに
我我
がが
家家
のの
前前
をを
優優
しし
そそ
うう
なな
職職

員員
のの
方方
とと
おお
散散
歩歩
なな
ささ
っっ
てて
いい
るる
皆皆
ささ
んん
にに
何何
度度
かか
？？

おお
会会
いい
しし
、、
我我
がが
家家
のの
パパ
ググ
犬犬
にに
もも
可可
愛愛
いい
ネネ
とと
頭頭
をを
なな

でで
なな
でで
しし
てて
下下
ささ
いい
まま
すす
。。
そそ
んん
なな
ごご
縁縁
でで
、、
先先
日日
ババ
ザザ

ーー
にに
おお
伺伺
いい
しし
まま
しし
たた
。。
手手
作作
りり
のの
ケケ
ーー
キキ
やや
クク
ッッ
キキ
ーー
、、

手手
作作
りり
のの
手手
提提
げげ
、、
おお
手手
玉玉
なな
どど
色色
々々
とと
頂頂
戴戴
しし
てて
帰帰
りり

まま
しし
たた
。。
孫孫
達達
がが
とと
てて
もも
喜喜
んん
でで
くく
れれ
まま
しし
たた
。。
ああ
りり
がが

とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
時時
、、
「「
福福
音音
のの
園園
だだ
よよ
りり
」」

をを
初初
めめ
てて
拝拝
見見
しし
まま
しし
たた
。。
入入
所所
なな
ささ
っっ
てて
いい
るる
ごご
家家
族族

のの
方方
々々
のの
おお
話話
でで
しし
たた
がが
、、
とと
てて
もも
感感
動動
しし
まま
しし
たた
。。
涙涙

がが
出出
てて
、、
涙涙
がが
出出
てて
止止
まま
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
がが
、、
何何
度度
もも

何何
度度
もも
読読
まま
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。
ああ
まま
りり
いい
いい
ニニ
ュュ

ーー
スス
がが
聞聞
けけ
なな
いい
現現
在在
、、
ここ
んん
なな
素素
晴晴
しし
いい
ホホ
ーー
ムム
がが
ああ

るる
事事
をを
知知
りり
まま
しし
たた
。。
おお
寒寒
くく
なな
りり
まま
すす
。。
皆皆
ささ
まま
のの
ごご

健健
康康
をを
おお
祈祈
りり
しし
まま
すす
。。  

  
  
  
  

  
  
  

（（
ＴＴ
・・
ＫＫ
））  

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
声声  

ボボ

ララ

ンン

テテ

ィィ

アア

がが

でで

きき

るる

喜喜

びび  

  
  

  
  
  

  
  
  
  

  
  

  
  
  
  
  

  
  

ＹＹ
・・
ＫＫ  

  

日日
曜曜
日日
にに
姪姪
のの
勤勤
めめ
るる
福福
音音
のの
園園
にに
食食
事事
作作
りり
のの
ボボ

ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
にに
伺伺
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
昼昼
食食
とと
夕夕
食食
をを
作作
りり
、、

皆皆
ささ
んん
とと
一一
緒緒
にに
いい
たた
だだ
きき
、、
「「
おお
じじ
ささ
んん
、、
美美
味味
しし
かか

っっ
たた
よよ
」」
とと
利利
用用
者者
ささ
んん
のの
笑笑
顔顔
がが
何何
よよ
りり
もも
嬉嬉
しし
くく
、、

「「
おお
じじ
ささ
んん
、、
おお
じじ
ささ
んん
」」
とと
職職
員員
のの
人人
がが
声声
をを
かか
けけ
てて

下下
ささ
るる
のの
もも
とと
てて
もも
嬉嬉
しし
くく
思思
いい
まま
すす
。。  

家家
でで
はは
静静
かか
なな
環環
境境
なな
のの
にに
昼昼
寝寝
もも
でで
きき
なな
くく
、、
ホホ
ーー
ムム

でで
はは
賑賑
やや
かか
なな
食食
堂堂
のの
ソソ
フフ
ァァ
ーー
でで
一一
～～
二二
時時
間間
ぐぐ
っっ

すす
りり
とと
昼昼
寝寝
がが
でで
きき
まま
すす
。。
摩摩
訶訶
不不
思思
議議
とと
思思
っっ
てて
おお
りり

まま
すす
。。
長長
いい
間間
ココ
ッッ
クク
をを
やや
っっ
てて
きき
てて
、、
そそ
れれ
がが
役役
にに
立立

ちち
よよ
かか
っっ
たた
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
もも
体体
のの
続続

くく
かか
ぎぎ
りり
皆皆
様様
にに
美美
味味
しし
いい
かか
どど
うう
かか
解解
りり
まま
せせ
んん
がが

作作
らら
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
。。
ここ
のの
齢齢
にに
なな
りり
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ

アア
がが
でで
きき
るる
喜喜
びび
をを
感感
じじ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

  

良良
書書
紹紹
介介  

『『
記記
憶憶
がが
消消
ええ
てて
いい
くく
‐‐
アア
ルル
ツツ
ハハ
イイ
ママ
ーー
病病
患患
者者
がが
自自
らら
語語
るる

』』  

著著
者者  

一一
関関  

  

開開
治治  

「「
アア
ルル
ツツ
ハハ
イイ
ママ
ーー
病病
患患
者者
がが
自自
らら
のの
体体
験験
をを
語語
っっ

たた
本本
はは
日日
本本
でで
はは
初初
めめ
てて
」」
とと
いい
うう
新新
聞聞
書書
評評
欄欄
にに
目目
がが

とと
まま
りり
、、
スス
タタ
ッッ
フフ
図図
書書
用用
にに
買買
いい
求求
めめ
たた
。。  

  

若若
年年
性性
アア
ルル
ツツ
ハハ
イイ
ママ
ーー
病病
をを
理理
由由
にに
昨昨
年年
一一
月月
、、
北北

海海
道道
北北
竜竜
町町
長長
をを
辞辞
任任((

五五
三三
才才))

しし
たた
著著
者者
はは
すす
でで
にに

文文
章章
をを
書書
くく
ここ
とと
がが
でで
きき
なな
いい
たた
めめ
、、
本本
人人
とと
家家
族族･･

関関

係係
者者
のの
証証
言言
をを
再再
構構
成成
すす
るる
形形
でで
まま
とと
めめ
らら
れれ
てて
いい
るる
。。  

「「
生生
きき
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
、、
競競
争争
社社
会会
のの
なな
かか
でで
生生
きき

延延
びび
るる
ここ
とと
だだ
けけ
をを
意意
味味
すす
るる
のの
でで
ああ
れれ
ばば
、、
『『
でで
きき
なな

くく
てて
もも
いい
いい
』』
とと
いい
うう
のの
はは
敗敗
北北
をを
意意
味味
すす
るる
。。
しし
かか
しし
、、

人人
間間
にに
とと
っっ
てて
生生
きき
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
、、
そそ
れれ
だだ
けけ
でで
はは

なな
いい
はは
ずず
だだ
。。
人人
とと
比比
較較
しし
たた
りり
、、
競競
うう
のの
でで
はは
なな
くく
、、

自自
分分
にに
与与
ええ
らら
れれ
たた
条条
件件
のの
中中
でで
自自
分分
らら
しし
くく
生生
きき
てて

いい
くく
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
はは
ずず
だだ
。。
」」((

一一
六六
七七
頁頁))

とと
いい
うう
編編

者者
のの
言言
葉葉
はは
、、
当当
ホホ
ーー
ムム
のの
運運
営営
方方
針針
とと
重重
なな
るる
。。  

二二
見見
書書
房房
刊刊
・・
税税
別別
一一
五五
〇〇
〇〇
円円
（（
ホホ
ーー
ムム
長長  

杉杉
澤澤  

卓卓
巳巳
）） 


